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Ⅰ.は じめに

　ノロウイルス(以 下NV)は 、嘔吐や下痢 を主症状

として、食中毒及び感染症の原因病原体 となっている。
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2006年 の食中毒事件の患者数 は、70%が 大流行 したN

V感 染 によるものであった1)。 以前はカキを含む2枚 貝

の中腸腺 に濃縮 されたNVを 原因 とした食中毒が多発 し

ていたが、2006年7月 から2007年6月 にかけては、カ

キを原因 としたNV食 中毒 は全体のわずか2.3%で あ り、

食品取扱者か らの直接的、間接的な二次汚染によるもの

が大半を占めていた2)。NVは100粒 子程度で も感染が

成立すると考えられ、NV食 中毒の予防 ・制圧には原因

となった食品が汚染されるまでのウイルスの伝播経路を

明らかにする必要がある。

Ⅱ.目 的

　 NV食 中毒の原因の1つ として、　NV汚 染生カキの喫

食が推察 され、市販生カキのNV汚 染実態調査について

は多 くの研究機 関等で中腸腺を対象 に行われ報告 されて

いる。今回我々は、中腸腺に加えてパ ック内浮遊水か ら

NVの 検出を試み、パ ック内浮遊水がNV汚 染源となる

可能性について検討 した。

Ⅲ.材 料 と方 法

　材 料 は 、2006年10月 か ら12月 の 市 販 生 カ キ6パ ッ

ク の 中腸 腺52個 及 び パ ッ ク 内 浮遊 水6検 体 を用 い た

(表1)。 各 検 体 の 中腸 腺1つ ず つ か ら乳 剤 を作 成 し、 遠

心 上 清 を ポ リエ ン チ レ ン グ リ コ ー ル な らび に塩 化 ナ ト

リ ウ ム を加 え、 パ ッ ク 内 浮 遊 水 に つ い て も同様 に 行 い 、

遠 心 濃 縮 し沈 渣 か らNV　 RNA抽 出 を行 っ た。 検 出 は

Semi　 Nested　 PCRに よ り行 い 、 陽 性 とな っ た検 体 に つ

い て リア ル タ イ ムPCRで 定 量 す る と同 時 に、 塩 基 配 列

を ダ イ レ ク トシ ー ケ ンス 法 に よ り決 定 し た。 得 られ た

塩 基 配 列 はCLUSTALW(http://clustalw.ddbj.nig,acjp/)

に よ り、 分 子 系 統 樹 を作 成 した3)。

腸 腺 か ら検 出 され たNVは リア ル タ イ ムPCRに よ り、

定 量 値 が1.6～4.5コ ピ ー で あ り、 中 腸 腺1個 につ き85

～241コ ピ ー の粒 子 が 存 在 して い た 。 一 方 、 パ ッ ク 内浮

遊 水 は リ ア ル タ イ ムPCRに よ り、　NV定 量 値 が2.9コ

ピー で 、200m1中155コ ピ ー の 粒 子 が存 在 す る こ とが確

認 さ れ た 。 ま た、 塩 基 配 列 を決 定 し、 い ず れ もGⅡ/4

Bristol株 に分 類 され た。 注 目す べ き点 と して 、 パ ック 内

浮 遊 水 か ら検 出 され たNV塩 基 配 列 は 同 一 パ ッ クの カ キ

中腸 腺 か ら検 出 さ れ たNV塩 基 配 列 と完 全 に一 致 した。

Ⅴ.考 察

　パ ック内浮遊水 からNVが 検出された理由 としては、

塩基配列の解析か ら、パック内のカキ中腸腺に蓄積され

ていたNVが 漏出したもの と考えられた。市販生カキの

パ ック内浮遊水については、NVの 汚染源となり、ロケッ

ト状 に包装されたものを開封する際には調理場内に飛散

し、ヒ ト及び食品に伝播する可能性が示唆 された。NV

は極少量で も感染す ることから、飲食店や家庭 内におけ

る生カキパ ックの調理時の取扱いについては、十分な注

意が必要である。
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Ⅳ.結 果

　 生 カ キ 中腸 腺 につ い て は6パ ッ ク 中4パ ッ ク、 計8個

か ら、 パ ッ ク 内 浮 遊 水 に つ い て は6パ ッ ク 中1パ ッ クか

らNV　 Genogroup　Ⅱ(GⅡ)が 検 出 さ れ た(表1)。 中
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表1　 材料およびNV検 出結果

パ ツク

番号
購入 日

中腸腺の
　個数

中腸腺検体
陽性番号

パック内浮遊水

　からの検出

1

2

3

4

5

6

06.10.31

06.11.7

06.11.14

06.11.22

06.11.23

06.12.16

6

11

11

8

7

8

1-1　 1-3　 1-5(GⅡ)

2-7　 2-10(GⅡ)

　 3-10(GⅡ)

5-5(GⅡ)

+(GⅡ)
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